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介介介介紹紹紹

１．要約

情報科の教育の中でプログラミングを扱う場合

の一助として日本情報オリンピックの予選を活用

してみませんか，というお誘いです。情報オリン

ピックの位置づけと，その中での予選についてご

紹介します。

２．新学習指導要領とプログラミング

２０２２年度から実施される高等学校の学習指導要

領では，共通教科情報が必履修の情報�と，選択
履修の情報�の２本立てになります。その情報�
の４つの内容の１つが「コンピュータとプログラ

ミング」になっています。

２０２０年度から小学校でも「プログラミング教

育」が全面実施されますし，中学校の技術・家庭

科の「簡単なプログラム作成」の指導にも，２０２１

年度からは「ネットワークを利用した双方向性の

あるコンテンツのプログラミングによる問題の解

決」等が追加されます。これらを踏まえて，高等

学校での情報科教育でプログラミングをどのよう

にやっていくかについて，それぞれに準備を進め

ておられることと思います。

プログラミングを実習させる環境をどう整える

のか，その中でプログラミング言語として何を選

ぶのがいいのか，そして，どんな内容をとりあげ

ればいいのか。問題が山積する中で，色々と準備

を進めておられることと思います。

プログラミングの学習には，実際にプログラム

を作って問題を解いてみることが欠かせません。

それには，どうしてもプログラミング言語を学ぶ

ことが欠かせませんが，どの言語を選ぶにして

も，順次実行，場合分け，反復という仕組みが基

本になることには変わりがありません。書き方

は，プログラミング言語によって異なりますし，

同じプログラミング言語でも時代とともに変わっ

ていきます。

ですから，特定のプログラミング言語の詳細を

覚え込ませる必要はなく，「基本の仕組みの組み

合わせでプログラムを作っていく」ことに意識を

集中させることがポイントになります。個々の書

き方は，いわゆる語学の学習とは違い，その間違

いをコンピュータが直ちに指摘してくれますか

ら，その度に確認すればすむことなのです。

そうした基本の学習が身についたかどうかを確

認するのに，日本情報オリンピックの予選が活用

できる，という紹介をいたします。

３．国際情報オリンピック（IOI）

特定の科学分野に秀でた才能を持つ中等教育段

階にある生徒を見つけ出し，その才能を伸ばして

いく活動を国際的に顕在化するものとして，国際

科学オリンピックが分野ごとに毎年開かれていま

す。中でも，数学・物理・化学・生物・地理・地

学・情報の７分野の科学オリンピックについて

は，国立研究開発法人 科学技術振興機構（JST）

の支援を受けて，日本科学オリンピック委員会に

参加する７つの団体がそれぞれに国内でのコンテ

ストを開催し，国際科学オリンピックに代表選手

を送る活動を行っています†１。

情報分野では，８７の国・地域が加盟して国際情

報オリンピック（IOI）が組織されています。国

†１ https://www.jst.go.jp/cpse/contest/committee/index.

html

日本情報オリンピックの予選を活用しませんか
～プログラミングの実習に～

情報オリンピック日本委員会理事長 筧 捷彦
（東京通信大学教授）



12

際情報オリンピックの大会は，毎年，加盟の国・

地域から最大４人の選手を集めて回り持ちで開か

れています。具体的には，課題を解決するアルゴ

リズムを考案し，それをプログラムに実装して提

出してもらって，そのアルゴリズムの性能（効率

や解の質）を競います†２。

４．日本情報オリンピック（JOI）

国際情報オリンピックへの選手派遣を行ってい

るのがNPO情報オリンピック日本委員会（JCIOI）

です†３。JCIOIは，毎年，インターネット上で開

く予選（１次予選３回，２次予選）で成績のよか

った人を含めて８０名ほどを招待して本選を開催し

ています。この予選・本選を日本情報オリンピッ

ク（JOI）といいます。

JOI本選での２０位までの成績優秀者を招待して

春休みに春季トレーニング合宿を開いて最終的に

その年に開催される国際情報オリンピックに出場

する日本代表選手４名を選んでいます。

JCIOIは，この他にも，JOI参加を目指す生徒

のための講習会（レギオ）や，アルゴリズムなど

の情報科学の基礎をパズル形式で学ぶビーバーチ

ャレンジ，情報科学の進んだ内容を合宿して学習

する夏季セミナーを開催しています。

５．JOI １次予選

１次予選はインターネット上で開催されます。

競技時間 １００分（１４：００―１５：４０）

競技日 ９月，１０月，１１月の土曜／日曜
問題数 ３問 各１００点（合計３００点）

申込・登録 ７月から１１月競技日３日前まで

予選システム AtCoder社の競技システム

予選練習 ９月上旬から競技システム利用

使える言語 C, C++, C#, Java8, JavaScript, Perl,

PHP, Python3, Ruby, VisualBasicな

ど

申込は個人でも先生がまとめてでも行えます。

申込後の１次予選は何度でも受けられます。参加

者には，「予選Cランク」または「予選Bランク」

が与えられます。「予選Bランク」は「繰り返し

を含む基本的なプログラムを適切に書くことがで

きる」ことを示し，１次予選で１度でも２００点以

上を得た人に与えられます。「予選Bランク」の

人は２次予選に招待されます。

６．出題例

では，具体的に出題例を見てみることにしま

す。

第１９回日本情報オリンピック一次予選（第１回）

問題１ ３つの整数（Three Integers）
時間制限：２sec／メモリ制限：１０２４MB

問題文
３つの整数A，B，Cが与えられる．A，B，Cはそれ
ぞれ１または２である．１と２のうち，どちらが多

くあるか．

制約
A，B，Cはそれぞれ１または２である．
入力
入力は以下の形式で標準入力から与えられる．

A B C
出力
１と２のうち，個数が多い方を出力せよ．

入出力例
入力例１
１ ２ １

出力例１
１

１が２個で２が１個なので，個数の多い１を出力

する．

入力例２
２ ２ ２

出力例２
２

すべて２なので，２を出力する
情報オリンピック日本委員会 作『第１９回日本情報オリンピック一
次予選競技課題』＜https://www.ioi-jp.org/joi/2019/2020-yo1/＞
はクリエイティブ・コモンズ 表示 ― 継承４.０国際ライセンス
<http://creativecommons.org/licenses/bysa/4.0/＞で提供されて
います。

第１９回日本情報オリンピック一次予選（第１回）

問題２ 母音を数える（Counting Vowels）
時間制限：２sec／メモリ制限：１０２４MB

問題文
長さNの英小文字からなる文字列Sが与えられる．
Sのうち母音字の個数，つまりa，i，u，e，oの個数

†２ https://ioinformatics.org/
†３ https://www.ioi-jp.org/
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の総和を求めよ．

制約
１≦N≦５０．
Sは長さNの文字列である．
Sの各文字は英小文字である．
入力
入力は以下の形式で標準入力から与えられる．

N
S
出力
Sのうち母音字の個数，つまりa，i，u，e，oの個数
の総和を出力せよ．

入出力例
入力例１
８

joiyosen

出力例１
４

母音字は _oi_o_e_ の４個である．

入力例２
６

bitaro

出力例２
３

母音字は _i_a_o の３個である．
情報オリンピック日本委員会 作『第１９回日本情報オリンピック一
次予選競技課題』＜https://www.ioi-jp.org/joi/2019/2020-yo1/＞
はクリエイティブ・コモンズ 表示 ― 継承４.０国際ライセンス
<http://creativecommons.org/licenses/bysa/4.0/＞で提供されて
います。

第１９回日本情報オリンピック一次予選（第２回）

問題１ 試験（Exam）
時間制限：２sec／メモリ制限：１０２４MB

問題文
JOI君は情報の試験を３回受けた．試験の点数はす

べて０以上１００以下の整数である．

JOI君の成績は３回の試験の点数のうち高い方から

２つを足し合わせた合計によって決まる．

３回の試験の点数A，B，Cが与えられたとき，３回
の試験の点数のうち高い方から２つを足し合わせた

合計を出力するプログラムを作成せよ．

制約
０≦A≦１００．
０≦B≦１００．
０≦C≦１００．
入力はすべて整数である．

入力
入力は以下の形式で標準入力から与えられる．

A B C
出力
３回の試験の点数のうち高い方から２つを足し合わ

せた合計を１行で出力せよ．

入出力例
入力例１
７０８０９０

出力例１
１７０

点数は高い順に９０，８０，７０であるから，求める和

は９０＋８０＝１７０である．

入力例２
７０１００７０

出力例２
１７０

点数は高い順に１００，７０，７０であるから，求める和

は１００＋７０＝１７０である．

入力例３
７０７０７０

出力例３
１４０

情報オリンピック日本委員会 作『第１９回日本情報オリンピック一
次予選競技課題』＜https://www.ioi-jp.org/joi/2019/2020-yo1/＞
はクリエイティブ・コモンズ 表示 ― 継承４.０国際ライセンス
<http://creativecommons.org/licenses/bysa/4.0/＞で提供されて
います。

７．部活・課外・発展・探究に活用してみませんか

問題１はどちらも入力文，出力文，それに条件

判定を組み合わせるだけでプログラムを作ること

ができる問題になっています。問題文をきちんと

読み取れることができれば，「あ，算数の問題？」

という感じさえする問題です。

問題２は，配列を使うこと，コンピュータの上

では文字が文字符号という番号（整数）で扱われ

ていることが理解できていれば解ける問題です。

どうでしょうか，１次予選開催が土日の１４：００

～１５：４０であることから，授業そのものでの直接

の利用は難しいと思います。部活や課外活動，あ

るいは発展・探究の活動としてなら直接に使って

いただくこともできると思います。

４月には２０２０年の予定が発表されますので，ぜ

ひご活用ください。


